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【概 要】

、 、 。くも膜下出血は 脳動脈瘤と脳動靜脈奇形を原因として生じ 全死亡の２％を占める

特に脳動脈瘤は、過労死の原因として社会的にも注目されている。一方、Moyamoya 病の

罹患率は 10 万人年あたり３名であり、若年性脳出血の原因となる。これら疾患はとも

に遺伝的素因の関与が疑われるものの原因は不明であり、脳血管の特殊な機能・構造上

の特性を“場”として、遺伝子による感受性の高い個体が、より発症しやすいと考えら

れる。また三疾患とも欧米先進国には少なく、わが国に多い特徴をもつ。脳動脈瘤につ

いては、我々が見出した 17 番染色体、19 番染色体、X 染色体連鎖領域を走査し、感受

性遺伝子を特定する。Moyamoya 病については、既に我々が研究協力を得ている家系と本

研究期間内に参加協力を得る家系を用い連鎖解析をもとに Positional Cloning を行

い、感受性遺伝子を得る。脳動靜脈奇形については、同祖性の仮定できる人口集団にお

いて患者と対照者を募集し、全ゲノム相関研究を行い感受性遺伝子を特定する。３疾患

について、ハイリスク者を抽出する最適な方法を見出し、遺伝的素因の強い脳血管疾患

の１次･２次予防の確立を行う。

【期待される成果】

１）感受性遺伝子の特定：我々が研究の対象とする三疾患について、感受性遺伝子が特

定される。

２）遺伝子異常から推測される脳血管の特異性解明：見出された感受性（原因）遺伝子

群の機能解析により、病態発症に至る病理的過程が解明され、予防、診断および治療に

有用な情報が得られる。

３）ハイリスク者に対する公衆衛生学的予防対策の確立：三疾患について、職域・地域

において、ハイリスク者を抽出し、２次予防を行うための最適な方法が確立される。ま

た頻度の高い脳動脈瘤においては、喫煙、高血圧と感受性遺伝子との相互作用について

１次予防のエビデンスが得られる。
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